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１．はじめに

相生町は那賀川の中流域、徳島県の南東部四国山脈の南斜面に位置し、東は鷲敷町と阿

南市、西は上
かみ

那賀
な か

町、北は勝浦町と上勝
かみかつ

町、南は日和佐町に隣接している。町の中央部を

いくつかの支流をもつ那賀川が貫流する。平坦地は少なく、町の総面積101.39裄のうち山

林が90％を占める。年間降水量は3000袢で温暖多湿な気候のため植物の生育がよく、工事

等によって削剥された露頭は植物に覆われやすく、地質調査を困難にしている。

相生町は南半部の大部分が四
し

万
まん

十
と

帯に属し、北半部の竹ケ谷を中心とした地域に黒瀬川

帯、西
にし

納
の

周辺に秩父南帯の地層が分布している。秩父南帯はジュラ～白亜紀初期の付加帯

で、蠢～Ⅳ亜帯に区分されている（石田、1977・1987など）。Ishida（1999）は先白亜系

の構成と白亜系との層序関係を重視して、秩父累帯を北から秩父北帯、黒瀬川帯、秩父南

帯に区分した。また、石田・香西（1999）は、広義の秩父累帯の中央部に分布し、ペルム

紀付加コンプレックスと中生界（一部ペルム系）斜面海盆堆積相からなる層序ユニットを

基本とする地質帯を黒瀬川帯と定義し、四国東部の秩父―黒瀬川帯を４ユニットに区分し

た。これらの４ユニットのうち、相生町には坂
さか

州
しゅう

ユニット及び吉
よし

ケ
が

平
ひら

ユニットが分布す

る。坂州ユニットおよび吉ケ平ユニットの分布地域には、白亜系の菖
しょう

蒲
ぶ

層・狸谷
まみだに

層・中
なか

伊
い

豆
ず

層が分布するとされているが（田代・松田、1985）、それらの詳細は明らかになって

いない。

今回の調査では相生町に分布する黒瀬川帯の解明を目的とし、竹ケ谷周辺の岩相層序、

微化石及び大型化石による堆積年代の検討によって、地層の分布と配列及び基本的な層序

に関する新たな知見を得たので報告する。
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２．地質概説

調査地域の黒瀬川帯は坂州ユニットに属し、竹ケ谷―内山付近を中心として東北東―西

南西方向に帯状に分布する（図１）。坂州ユニットは２本の構造線、すなわち東尾断層及

び十
じゅう

二
に

社
しゃ

衝上断層によって区分され、幅２～３袰の範囲に分布している。東尾断層以北

は吉ケ平ユニットに属する。坂州ユニットの南半部にはジュラ―白亜紀最前期の斜面海盆

堆積相である鳥巣
とりのす

層群に属する栗坂層が分布し、北半部には同じく斜面海盆堆積相である

下部白亜系の菖蒲層・紅葉川層・内山層が分布している。栗坂層は、蛇紋岩を挟在する断

層により南北に２分される。栗坂層と下部白亜系の間にはペルム紀付加コンプレックスが

構造的に分布し、ペルム紀付加コンプレックスの北縁には黒瀬川構造帯シルル―デボン系

の酸性凝灰岩や三滝火成岩類のレンズ状分布もみられる（図１）。
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図１　相生町竹ケ谷地域の地質図
１・２：古ケ平ユニット［１ 下部白亜系斜面海盆堆積相／２ ジュラ紀付加コンプレックス］

３～７：坂州ユニット［３ 下部白亜系斜面海盆堆積相（菖蒲層・紅葉川層・内山層）／４ シルル―デボン
系（黒瀬川構造体レンズ状体）／５ ペルム紀付加コンプレックス（檜曽根層群）／６ ジュラ系斜
面海盆堆積相（栗坂層）］

７・８：秩父前帯［７ 白亜系斜面海盆堆積相（正木谷層）／８ ジュラ系斜面海盆堆積相（鳥単層群相当層）］

９：蛇紋岩



３．各層の層序

１）鳥巣層群栗坂層

盧　岩相・層序

上那賀町栗坂を模式地とする栗坂層は

Kobayashi and Iwaya（1941）により、鳥巣

式石灰岩を含まないことから鳥巣層群と区別

して命名された地層である。その後、平山ほ

か（1956）は、本層の東西では鳥巣式石灰岩

がみられることから、本層を鳥巣層群に含め

た。本地域の栗坂層は、林道杉地―臼ケ谷線

に沿う上那賀町・相生町境界付近から北側に

分布する。

本地域では、本層の分布は蛇紋岩を挟在す

る断層によって北半部と南半部とに区分され

る（図２）。北半部の下部は砂岩及び砂岩泥

岩互層及び泥岩で構成される。中部は砂岩層

及び泥岩層で構成され、上部は砂岩及び砂岩

泥岩互層及び泥岩からなる。南半部との境界

には蛇紋
じゃもん

岩が構造的に挟在する。南半部は下

位から含礫砂岩、鳥巣式石灰岩、砂岩泥岩互

層、凝灰岩の薄層を挟む黒色泥岩と重なる。

下部の含礫砂岩は灰色細粒～中粒砂岩で、石

英の細礫を含む。石灰岩の下部には石灰質で

青灰色を帯びた泥質砂岩がある。石灰岩は暗

灰色で有機物に富み、たたくと油臭のする鳥巣式石灰岩に一般的にみられる特徴を有して

いる。その上位層は、所々に泥岩の薄層を挟在する砂岩優勢砂岩泥岩互層からなる。南半

部上部の泥岩は凝灰岩の薄層を挟み、淘汰の良いきめの細かい黒色泥岩からなる。

盪　産出化石

北半部からは大型化石の産出は確認されていないが、北半部中部の泥岩（図３、AI－R

２）からはRistola dhimenaensis、R. cf. boesii、R. sp.、Myrifusus sp.、Gongylothorax

sakawaensis、Podobursa cf. polyacantha、Tetratrabs spp.を産する（図版４、１～８）。

これらは、Baumbartner et al.（1995）のUA６－７、Matsuoka（1995）のStylocapsa（？）
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図２　栗坂層柱状図
１：礫岩　２：含礫砂岩　３：砂岩　４：泥質砂岩
５：砂岩優勢砂岩泥岩互層　６：等量砂岩泥岩互層
７：泥岩優勢砂岩泥岩互層　８：砂質泥岩　９：泥岩
10：凝灰岩　11：石灰石　×：化石産出地点

（記号は産出番号を示す）



spiralis帯に相当する。これに対して、南半部では石灰岩直下の泥質砂岩（図３、AI－12）

からChlamys camptonectoides、Radulopecten ogawensisなどの二枚貝類が産出した

（図版３、１～２）。また、石灰岩（図３、AI－13）にはサンゴ類をはじめ、ウニ、層孔虫

など多くの化石が含まれ古くから研究されてきた（Eguchi、1951）。石灰岩上位の砂岩泥

岩互層中の泥岩（図３、AI－R１）からArchicapsa pachiderma、Parahsuum kanyoense、

P. cf. edenshawi、Canoptum cf. margaritaense、Droltus cf. hecatensis、Noritus cf.

lillihornensisなどの放散虫が産する（図版４、16～22）。これらはTrillus elkhornensis帯

（Matsuoka、1995）に属し、その年代はプリンスバッキアン～トアルシアン（Sashida、

1988；Pessagno＆Whalen、1982）とみなされる。

大型化石では、上位の泥岩から（図３、AI－11）二枚貝類のEntolium kimurai、

Astarte sakamotoensisが産出した（図版３、３～４）。また、酸性凝灰岩薄層を挟在する

黒色泥岩（図３、AI－R６）からは有孔虫と共に放散虫のTricolocapsa conexaが産し（図

版４、15）、これはジュラ紀中期後半～後期はじめのTricolocapsa conexa帯～Stylocapsa

（？）spiralis帯に属する。

２）檜曽根
ひ そ ね

層群（ペルム紀付加コンプレックス）

四国東部の秩父累帯中帯に分布するペルム系は、前～中期ペルム紀の含フズリナ石灰岩
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図３　化石産出地図
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を伴う檜曽根層群と、ペルム紀後期のLepidolinaを産する拝
はい

宮
ぎゅう

層群とに区分された（平

山ほか、1956）。その後、檜曽根層群の泥質岩からペルム紀後期の放散虫が検出され、檜

曽根層群はペルム紀後期に及ぶ付加体メランジュ相であることが明らかとなった（石田、

1985）。本地域の檜曽根層群は劈開
へきかい

が発達し、片状に剥離する黒色泥岩ないし砂質泥岩基

質のメランジュで構成され、数袍に引き伸ばされたペースト状酸性凝灰岩を含む。この酸

性凝灰岩（図３、AI－R３）から放散虫のFollicucullus sholasticusが産出する（図版４，

23）。

３）シルル―デボン系（黒瀬川構造帯レンズ状体）

竹ケ谷南方の林道杉地―臼ケ谷線では、数袤の酸性凝灰岩がみられるのみである。この

酸性凝灰岩の岩質は、吉ケ平ユニットのサブユニットＤ（石田・香西、2001）にみられる

凝灰質砂岩と類似する。ペルム紀付加コンプレックスとは、東西走向80°で南傾斜の高角

度断層によって画される。

４）下部白亜系（菖蒲層、紅葉川層、内山層）

栗坂層の最上部を除く本地域の白亜系については、菖蒲層・狸谷層・中伊豆層が分布す

るとされていた（田代・松田、1985；松川・江藤、1987）。菖蒲層は上那賀町菖蒲付近を

模式地として記載された地層であり、狸谷層・中伊豆層は勝浦町狸谷・中伊豆を模式地と

して記載された地層である。菖蒲層については厚く発達する礫岩層で特徴付けられるため、

分布や堆積年代については見解がほぼ一致しているが、狸谷層・中伊豆層については付加

コンプレックスの識別ができていないために一致してない部分がある。狸谷層について、

田代・松田（1985）はアプチアンとしているのに対し、松川・江藤（1987）はバレミアン

～下部アプチアンとしていた。しかし、狸谷層と中伊豆層模式地の中にペルム紀付加コン

プレックスやジュラ紀付加コンプレックスが構造的に挟在し（石田・橋本、1992）、白亜

系の分布の単元ごとに年代が異なることが明らかとなった（石田・香西、2001）。

従って、本地域の層序について、従来呼ばれてきた狸谷層や中伊豆層に対比させること

は新たな混乱を招く恐れがあると判断し、本研究では菖蒲層上位の白亜系について従来の

地層名を使用せず新たな地層名を使用する。（正式な地層の設定は分布の詳細が明らかに

なり次第行う予定である。）

盧　菖蒲層

ａ）岩相・層序

シルル―デボン系の北側に分布し、礫岩、砂岩、泥岩からなる。大きく３回の堆積サイ

クルが認められ、それぞれに礫岩層が発達する（図４）。礫岩は、斑状組織をもつ酸性火

成岩類を主とする。礫経は下位の層準ほど大きい傾向があり、礫種は円磨度の高い酸性火

成岩類や砂岩が中心である。砂岩は暗灰色細粒～中粒砂岩が主体で、植物片を含むことが

徳島県相生町に分布する黒瀬川帯の地質

― 5 ―



ある。泥岩の多くは帯緑色泥岩である。本層の最上部は砂岩

と泥岩が互層をなし、紅葉川層の最下部砂岩に覆われる。

竹ケ谷周辺に広く分布する礫岩が美杉峠南東ではみられな

い。これは菖蒲層と先白亜系を画する断層が菖蒲層を斜交し

て切るために、東方には下位の地層が分布していないためと

考えられる。

ｂ）産出化石

本層の１堆積サイクル目からは大型化石は産出していな

いが、栃谷入り口の泥岩（図３、AI－R５）からは

Angulobracchica sp.、Tricolocapsa plicarum、Tricolocapsa

sp.、Sethocapsa sp.、Williriedellum sp.など、保存は悪い

が放散虫化石が産出する（図版４、９－14）。岩質、産出層準

及び保存状態から推測すると、これらの放散虫はジュラ系か

らの再堆積である可能性が強い。２堆積サイクル目の帯緑色

泥岩（図３、AI－３）からは "Ostrea" sp.、Eomiodon

matsumotoi、Hayamina carinataなどの二枚貝類が離弁状態で産出する。３堆積サイク

ル目の砂岩（図３、AI－４）からは合弁状態のHayamina carinataが多産し、少数なが

らBakevellia sp.も産出する（図版１、13～17）。Hayamina carinataは層理面に直交する

形で産出するものもあり、生息時の形状が観察されこの砂岩が汽水域で堆積したことを示

している。

本層の東方延長部で、子持ち谷－竹が谷間の砂質泥岩（図３、AI－８）からは

"Ostrea" sp.、Isodomella matsumotoi、Isocyprina sp.、Eomiodon matsumotoi、

Eomiodon nipponicus、Hayamina carinata、Tetoria sp.などの汽水生二枚貝が産出する

（P１.１、１～８）。この層準は本層の最上部にあたり破片化したアンモナイトも産出する

（P１.１、18）。二枚貝類は離弁状態で破片化しているものが多く、汽水域からの流入の影

響を強くうける場所での堆積物である。共産するアンモナイトも破片化していることから

判断すると、本層の最上部付近は汽水域に近い浅海の泥底堆積物とみられる。含化石砂質

泥岩の上位には酸性凝灰岩の薄層が挟在し、砂質泥岩を経てその上位に紅葉川層の砂岩が

重なる。美杉峠付近（図３、AI－１、２）からはAguilerella（Yoshimopsis）cf.

nagatoensis、"Ostrea" sp.、Eomiodon nipponicus、Eomiodon matsumotoi、Tetoria sp.、

Hayamina carinataが産出する（図版１、９～12）。これらは離弁状態で破片化している

ものが多く、これらの二枚貝が死後に運搬され堆積したことを示している。

盪　紅葉川層（仮称）

地質班

― 6 ―

40m

×AI-9

×AI-R4

M
o
m
iji
g
a
w
a
F
m
.

U
c
h
iy
a
m
a
F
m
.

図４　菖蒲層柱状図
凡例は図２参照



ａ）岩相・層序

本層は、林道臼ケ谷―杉地線の竹ケ谷南方を模式地と

する。層厚約100袤。下部層と上部層とに区分され、下

部層は細粒～中粒砂岩、上部層は砂岩泥岩互層を主とす

る細粒タービダイト相である（図５）。

ｂ）産出化石

須鎗・石田（1985）は、本層上部の砂岩泥岩互層中のシ

ルト質泥岩（図５、AI－R４）からArchaeodictyomitra

apiarium、 Archeodictyomitra pseudoscalaris、

Parvicingula boesii、Pseudodictyomitra cf. carpatica、

Pseudodictyomitra leptoconica、Thanarla conica、

Thanarla pulchraを報告し、これらの放散虫群集から

バレミアンとした。また放散虫群集が、鳥巣層群の模式

地である高知県下美都岐から産する群集と一致すること

から、砂岩・泥岩互層部を鳥巣層群栗坂層の東方延長部

とみなした。しかし、前述のように本層は菖蒲層に整合で重なり、菖蒲層からは鳥巣層群

とは異なる白亜紀前期の汽水生二枚貝フォーナが確認され、菖蒲層はデルタ性の粗粒堆積

物で特徴付けられることから、菖蒲層を含む本地域の白亜系を鳥巣層群とは区別する。本

層からは大型化石はまだ得られていない。

蘯　内山層（仮称）

ａ）岩相・層序

本層は竹ケ谷周辺を模式地とし、粗粒岩相の下部層と細粒岩相上部層に区分される。層

厚約380袤。下部層は砂岩ないし岩礫砂岩、上部層は泥岩ないし砂岩泥岩互層からなる

（図５）。

ｂ）産出化石

本層からの産出化石をP１.２～３に示す。淡水荘横の黒色泥岩（図５、AI－９）からは、

Mesosaccella choshiensis、Nanonavis sp.、Pinna aff. robinaldina、Granocardium

multicostata、Leptosolen amabilis、Mesomiltha japonicaなどの二枚貝類が産出した。

内山は淡水荘横の泥岩層の上部層準にあたる。砂岩（図３、AI－11）部からは、

Neithea syriaca amanoi、Pterotrigonia moriana、Xenocardita amanoiが産出した。ま

た、淡水荘にはその砂岩部から産出したと思われる化石標本が保管され、その中には

Gervillaria miyakoensis、Pterotrigonia morianaの二枚貝類が含まれている。

暗灰色泥岩部（図３、AI－10）からはCosmetodon monobensis、Nanonavis aff.

徳島県相生町に分布する黒瀬川帯の地質
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図５　紅葉川層、内山層柱状図
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yokoyamai、Pinna aff. robinaldina、Modiolus falcatus、Plicatula takahashii、Lopha

（Actinostreon）sp. Gervillaria miyakoensis、Bakevellia sp. Chlamys cf. robinardina、

Chlamys aff. tanakai、Pterotrigonia cf. pocilliformis、Granocardium multicostata、

Mesomiltha japonica、Xenocardita amanoi、Eriphyla aff. plchella、Astarte

semicostata、Plectomya consentricaなどの二枚貝類が産出する。また、アンモナイト類

ではCheloniceras sp.が産出し、淡水荘には内山で採集されたAustraliceras？sp.（松川・

江藤、1987）の標本が保管されている。

４．地質時代

１）栗坂層

北半部中部の泥岩（図３、AI－R２）から産出するRistola dhimenaensis、R. cf. boesii、

R. sp.、Gongylothorax sakawaensis、Podobursa cf. polyacantha、Tetratrabs spp.は、

Baumbartner et al.（1995）のUA６－７、Matsuoka（1995）のStylocapsa（？）spiralis

帯に相当する。

南半部石灰岩直下の泥質砂岩から産出するRadulopecten ogawensisは、Kimura（1951）

によって鳥巣層群谷地層産のものをもとに記載されたもので、その後Tamura（1959ａ、

ｂ）によって熊本県坂本層や福島県相馬層群（相馬中村層群）中ノ沢層からも報告されて

いる。また、同層準から産出するChlamys camptonectoidesは、Tamura（1959ｂ）によ

って福島県相馬層群（相馬中村層群）中ノ沢層産のものに基づいて記載されたものである。

坂本層はトリアス系の鷹河内層を不整合で覆う上部ジュラ系でオックスフォーディアン～

チトニアンに対比され、中ノ沢層も同様にオックスフォーディアン～チトニアンに対比さ

れている。

一方、石灰岩上位の砂岩泥岩互層中の泥岩から産出する放散虫化石Archicapsa

pachiderma、Parahsuum kanyoense、P. cf. edenshawi、Canoptum cf. margaritaense、

Droltus cf. hecatensis、Noritus cf. lillihornensisはTrillus elkhornensis帯（Matsuoka、

1995）に属し、その年代はプリンスバッキアン～トアルシアン（Sashida、1988；

Pessagno&Whalen、1982）とみなされる。

南半部上部から産出するEntolium kimurai、Astarte sakamotoensisは、Tamura

（1959ａ）によって坂本層から産出するものをもとにして記載されたものである。また、

酸性凝灰岩薄層を挟在する黒色泥岩（図３、AI－R６）から産出するTricolocapsa

conexaは、ジュラ紀中期後半～後期はじめのTricolocapsa conexa帯～Stylocapsa（？）

spiralis帯に属する。

以上の放散虫生層序から判断して、本地域の栗坂層南半部はプリンスバッキアン～トア
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ルシアン及びバトニアン―オックスフォーディアンに対比され、北半部はオックスフォー

ディアンに対比される層準を含む。鳥巣層群はジュラ紀中期～白亜紀前期とされていたが

（市川ほか、1982）、本地域の調査結果から、少なくともジュラ紀前期後半からの堆積年代

を有することが明らかとなった。また、高知県美都岐
み と き

の模式地は秩父南帯に属するが、そ

の上部は下部白亜系（バレミアン）に及ぶ（須鎗・石田、1985）ことから、本地域の鳥巣

層群も前期白亜紀に及ぶ可能性がある。

２）菖蒲層

本層からしばしば産出するEomiodon matsumotoiは、Ohta（1973）によって熊本県川

口層、高知市米元の“領
りょう

石
せき

層”高知県介石山
かいせきやま

から産出したものをもとに記載されたもの

である。川口層は八竜山層に整合で覆われ、そこから産出するアンモナイトから推定して、

オーテリビアンとされている（田中ほか、1998）。Hayamina carinataは、Tashiro and

Ohnishi（1985）によって美杉峠南方道路沿いの標本をもとにして記載されたものである。

この産出層準の時代を、Tashiro and Ohnishi（1985）はバレミアンないしアプチアンと

みなした。その後、田代（1993）は菖蒲層を高知県船谷層（船谷部層とされる）に対比し、

船谷層がアプチアンの範囲にあるとした。しかし、船谷層を記載した甲藤・須鎗（1965）

によれば模式地からの産出化石の報告はなく、萩野層の灰白色アルコーズ砂岩の下位にあ

る層厚150袤の地層として記載されているのみである。従って、菖蒲層を船谷層に対比す

るのは現時点では無理があると考えられる。

Isodomella matsumotoiは、Ohta（1975）によって山口県吉母層と熊本県川口層から産

する標本をもとに記載されたものである。吉母層はジュラ系の豊浦層群を不整合で覆う豊

西層群の上半部の地層で、下半部の清末層からは植物化石のみ産出しているため堆積年代

は明らかではない。Eomiodon nipponicusは吉母層から記載されたもので、川口層からも

産出の報告がある（田中ほか、1998）。

菖蒲層の地質時代について田代・松田（1985）は後期バレミアンとし、松川・江藤

（1987）はオーテリビアン～バレミアンとした。本層の50袤上位の紅葉川層からはバレミ

アンを示す放散虫群集が報告されている（須鎗・石田、1985）ことから類推すると、本層

はバレミアンを中心として、下部はオーテリビアンに及ぶかもしれない。

３）紅葉川層

砂岩泥岩互層からBarremianを示す放散虫が検出されており（須鎗・石田、1985）、こ

の放散虫群集は石田・橋本（1991）のArchaeodictyoitora pseudoscalaris群集に属するこ

とから、本層の地質時代はバレミアンであるといえる。

４）内山層

竹ケ谷淡水荘横から産出したMesosaccella choshiensisは、Hayami and Oji（1980）に

徳島県相生町に分布する黒瀬川帯の地質
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よってバレミアンとされている千葉県銚子層群から産出する標本をもとに記載されたもの

である。一方、Granocardium multicostata、Leptosolen amabilis、Mesomiltha

japonicaは、香西・石田（2000ａ）によってアプチアンとされている高知県神母ノ木
い げ の き

層か

らその産出が報告されている。従って、二枚貝が指標する時代はバレミアンないしアプチ

アンということになるが、大半の二枚貝はアプチアンから報告されているものであること

から判断して、淡水荘横の黒色泥岩の地質時代はアプチアンと思われる。

内山から産出するModiolus falcatus、Plicatula takahashii、Granocardium

multicostata、Mesomiltha japonica、Xenocardita amanoiは、アプチアンである南海層

群萩野層・神母ノ木層から産出するものをもとに記載されたものである。Gervillaria

miyakoensis、Astarte semicostataは宮古層群産出標本に基づいて記載されたもので、そ

のレンジはアプチアン～アルビアンとれる。Lopha（Actinostreon）sp.は吉ケ平林道の白

亜系、Ｅサブユニットから産出するもの（香西・石田、2000ｂ）と同種で、未記載のもの

である。Cosmetodon monobensis、Plectomya concentricaは高知県物
もの

部
べ

川
かわ

層群物部層産

のものをもとに記載されたもので、物部層の地質時代はバレミアンである。

二枚貝のほとんどはアプチアンを示し、このことはアンモナイトの産出からも矛盾しな

い。Cosmetodon monobensis、Plectomya concentricaは今まではバレミアンからの産出

のみ知られていたが、そのレンジがアプチアンまで伸びるものと思われる。同様な例が九

州の先外
せんそと

和泉
いず み

層群袈裟
け さ

堂
どう

層でもみられ、袈裟堂層はアンモナイトの産出からアプチアンと

されるが、同層からは物部川層群のバレミアンである物部層及びその相当層から産出する

Cosmetodon nipponicusの産出が報告されている（Tashiro 1990、田中ほか1998）。C.

nipponicus もC. monobensis同様に種のレンジが伸びるものと思われる。両種ともに物部

川層群、南海層群相当層の両方からから産出することは興味深いことである。本層から産

出するPterotrigonia cf. pocilliformisは内肋が保存されている点で、Tashiro（1990）に

よって袈裟堂層から報告されているPterotrigonia aff. pocilliformis、またはP.

pocilliformis form Aに類似する。

以上のことから、内山層の地質時代はアプチアンであるといえる。

５．まとめ

今回の相生町域における黒瀬川帯坂州ユニットの調査で明らかになったことは、以下の

通りである。

１．本地域には南からジュラ～最下部白亜系栗坂層、檜曽根層群（ぺルム紀付加コンプレ

ックス）、黒瀬川構造帯レンズ状部のシルル－デボン系、下部白亜系菖蒲層・紅葉川

層・内山層が分布することが確認された。
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２．本地域の栗坂層は南北二帯にわかれて分布し、南半部は下部～中部ジュラ系上部ない

し上部ジュラ系下部、北半部は上部ジュラ系下部に属する層準を含む。

３．下部白亜系は菖蒲層、紅葉川層、内山層に区分される。

４．菖蒲層からは汽水生貝化石が産出し、デルタの発達に伴う堆積物であることが岩相よ

り示唆される。また、礫岩に挟在する泥岩からジュラ紀放散虫を産出するが、群集の

構成や保存状態からみて再堆積の可能性が強い。本層の堆積年代は バレミアンで、

最下部はオーテリビアンに及ぶ可能性もある。

５．紅葉川層は細粒タービダイト相で特徴付けられ、放散虫化石からバレミアンである。

６．内山層は浅海の大型化石の産出によって特徴付けられ、アプチアンである。
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図版説明

図版１　菖蒲層産大型化石
１～２：Eomiodon matsumotoi Ohta ３～５：Eomiodon nipponicus Ohta ６～７：Isodomella
matsumotoi Ohta ８：Isocyprina sp. ９～11：Aguilerella（Yoshimopsis）cf. nagatoensis（Ohta）
12："Ostrea" sp. 13～16：Hayamina carinata Tashiro and Ohnishi 17：Bakevellia sp. 18：
Ammonoidea

図版２　内山層産二枚貝化石
１～３：Mesomiltha japonica Tashiro and Kozai ４：Mesosaccella choshiensis Hayami ５：
Neithea syriaca amanoi Hayami ６～７：Astarte semicostata Nagao. ８～10：Plicatula
takahashii Tashiro and Kozai 11：Pterotrigonia cf. pocilliformis（Yokoyama）12：Leptosolen
amabilis Tashiro and Kozai 13：Caestocorbula minima Hayami 14～15：Eriphyla aff. plchella
Hayami 16：Gervillaria miyakoensis（Nagao）17～18：Plectomya concentrica Tashiro and
Kozai

図版３　栗坂層、内山層産二枚貝化石
１：Chlamys canptonectoides Tamura ２: Radulopecten ogawaensis Kimura ３：Astarte
sakamotensis Tamura 4：Entrium kimurai Tamura ５～６：Xenocardita amanoi（Hayami）
７：Lopha（Actinostreon）sp. ８～９：Chlamys aff. tanakai Tashiro and Kozai 10～11：
Cosmetodon monobensis Tashiro and Kozai 12：Nanonavis aff. yokoyamai（Yabe and Nagao）
13：Modiolus falcatus Amano 14：Chlamys robinardina d'Orbigny 15～16：Pinna aff.
robinardina d'Orbigny

図版４　放散虫化石の電子顕微鏡写真
１～８：鳥巣層群栗坂層（AI-R２），９～14：菖蒲層（AI-R５），15：鳥巣層群栗坂層（AI-R６），
16～22：鳥巣層群栗坂層（AI-R１），23：ペルム紀付加コンプレックス（AI-R３）より産した．ス
ケールはすべて100μｍ．A：７，８；B：10；C：１～６，９，11～15，17～20，22，23；D：16，
21．
１～２：Ristola dhimenaensis（Baumgartner）３：Ristola cf. boesii（Parona）４：Mirifisus sp.
5：Gongylothorax sakawaensis Mastuoka 6：Podobursa cf. polyacantha（Fishi）７～８：
Tritrabis spp. ９：Tricolocapsa plicarum Yao 10：Tricolocapsa sp. 11～12：Nassellaria gen. et
spp. indet. 13：Tricolocapsa sp. 14：Williriedellum sp. 15：Tricolocapsa conexa Matsuoka 16：
Archicapsa pachyderma（Tan Sin Hok）17：Parahsuum kanyoense Sashida 18：Canoptum cf.
margaritaense Whalen & Carter 19：Droltus cf. hecatensis Pessagno & Whalen 20：Noritus cf.
eillihornensis Pessagno & Whalen 21̃22：Parahsuum cf. edenshauni（Canter）23：
Follicucullus sholasticus Ormiston and Babcock
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